
製
造
業
な
ど
幅
広
い
分
野
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
共
創

一
定
市
場
の
先
行
き
を
確
信

安定した高速大容量通信　ローカル５Ｇで実現

充
実
し
た
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
の
施
設
で
共
同
実
証

多
彩
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
導
入
を
検
証
・
支
援

経
営
効
率
化
な
ど
農
業
の
課
題
解
決
に
適
用

銀
座
農
園
や
岩
見
沢
市
な
ど
と
実
証
実
験

農業、製造業、教育、行政…　活用広がる　　

「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
」に
注
目

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
多
彩
な
展
開

（８）第３８１７号第３種郵便物認可 ２０２１年（令和３年）３月１２日（金曜日）（週　刊）

　
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
製
造
業
や
外
食

産
業
、
物
流
業
、
交
通
、
医
療
、
自
治
体
の
地
域

振
興
・
開
発
な
ど
幅
広
い
分
野
で
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ

の
適
用
を
検
証
し
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
起

点
に
、
す
で
に
１
５
０
以
上
の
企
業
や
団
体
と
活

用
を
議
論
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
実
際
の
実
証
な

ど
に
進
み
そ
う
な
案
件
が
十
数
件
出
て
き
て
い

る
。

　
渡
辺
氏
は
「
最
初
に
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
取
り
組

み
を
始
め
た
こ
ろ
は
、
そ
ん
な
に
高
品
質
な
電
波

が
必
要
な
の
か
と
疑
問
視
さ
れ
る
声
も
あ
り
ま
し

た
が
、
様
々
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
共
創
の
中
で
、

通
信
の
手
段
と
し
て
は
有
線
よ
り
無
線
の
方
が
便

利
で
あ
り
、
か
つ
既
存
の
無
線
で
は
品
質
的
に
不

十
分
な
利
用
事
例
が
だ
い
ぶ
見
え
て
き
ま
し
た
の

で
、
今
で
は
、
間
違
い
な
く
一
定
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
る
と
確
信
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
」
と
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
市
場
の
先
行
き
を
展
望
し

て
い
る
。

　
労
働
力
不
足
に
悩
む
地
域
の
農
業
再
興
や
地
域

産
業
の
活
性
化
、
教
育
へ
の
活
用
な
ど
、
地
域
課

題
解
決
、
地
方
創
生
を
支
援
す
る
手
段
の
一
つ
と

し
て
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
が
大
き
く
社
会
実
装
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
様
々

な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
共
創
し
て
い
く
た
め
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
導
入
を
検
証
・
支
援
す
る
共
同
実
証
環
境

の
場
と
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ

（https://business.ntt-east.co.jp/service/local5
g-openlab/

）
を
昨
春
に
開
設
し
、
東
京
大
学
と

産
学
連
携
で
共
同
展
開
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
の
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
中
央
研
修
セ
ン
タ

ー（
東
京
都
調
布
市
）に
、東
大（
中
尾
研
究
室
）

の
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
は
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
け
て

い
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
は
、
昨
年

７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
な
ど
し
て
施
設
を

充
実
さ
せ
た
。
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
環
境
を
提
供
し
て

パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
機
器
の
接
続
や
動
作
な
ど
を

検
証
す
る
た
め
の
検
証
ル
ー
ム
を
は
じ
め
、
検
証

後
の
打
ち
合
わ
せ
や
商
談
な
ど
が
で
き
る
会
議

室
、
創
出
さ
れ
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
ユ
ー
ス
ケ
ー

ス
の
展
示
場
所
や
個
別
作
業
ブ
ー
ス
を
備
え
た
施

設
と
な
っ
て
い
る
。
ラ
ボ
開
所
６
カ
月
で
、
検
証

・
設
備
見
学
に
は
約
１
１
０
も
の
企
業
な
ど
が
訪

れ
て
い
る
。

　
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
は
、
検
証
用
の
ロ
ー
カ
ル
５

Ｇ
ア
ン
テ
ナ
と
し
て
ミ
リ
波
（

Ｇ
Ｈ
ｚ
帯

Ｎ

Ｓ
Ａ
）
が
３
基
と
Ｓ
ｕ
ｂ
６
が
１
基
の
合
計
４
基

を
設
置
中
で
あ
り
、
随
時
拡
張
を
進
め
て
い
る
。

検
証
用
の
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
ア
ン
テ
ナ
以
外
で
は
、

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
電
波
を
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
Ｗ
ｉ

Ｆ

ｉ
に
変
換
す
る
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
や
Ｃ
Ｐ
Ｅ
、
ロ

ー
カ
ル
５
Ｇ
に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い

っ
た
検
証
端
末
や
、
ま
だ
免
許
を
取
得
し
て
い
な

い
無
線
機
器
の
電
波
を
出
し
て
テ
ス
ト
す
る
た
め

の
シ
ー
ル
ド
ボ
ッ
ク
ス
（
暗
箱
）
、
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー

ド
、
サ
ー
バ
ー
ラ
ッ
ク
な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
屋
内
環
境
と
は
別
に
、
屋
外

で
も
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
電
波
を
発
射
し
、
よ
り
実
フ

ィ
ー
ル
ド
に
近
い
形
の
検
証
が
で
き
る
よ
う
、
農

業
用
の
畑
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設
も
屋

外
に
整
備
し
て
い
る
。

　
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
は
、
高
精
細
の
４
Ｋ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
高
品
質
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
、
ス
マ

ー
ト
グ
ラ
ス
を
介
し
た
遠
隔
指
導
、
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
と
高
精
細
映
像
を
用
い
た
顔
認
証
、
ロ
ボ

ッ
ト
を
使
っ
た
遠
隔
操
作
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
実
験
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
東
大
と
の
共
同

研
究
で
は
、
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
用
い
た
３
次
元
立
体
映
像
に
よ

る
遠
隔
授
業
な
ど
を
実
験
し
て
き
た
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
共
創
を
進
め
て
き

た
が
、
そ
の
中
で
は
農
業
の
事
例
な
ど
が
興
味
深

い
。
そ
の
一
つ
が
、
最
新
技
術
を
用
い
た
ス
マ
ー

ト
農
業
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
銀
座
農
園

㈱
（
東
京
都
中
央
区
銀
座
１
丁
目
）
と
の
実
証
で

あ
る
。

　
こ
れ
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
農
場
の
中
を
自
動

走
行
し
な
が
ら
、
生
育
デ
ー
タ
、
環
境
デ
ー
タ
を

取
得
す
る
と
共
に
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
栽
培
物
カ
ウ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
高
度
な
デ
ー
タ
処
理
能
力
を

搭
載
し
て
、収
穫
可
能
な
個
数
を
判
断
す
る
な
ど
、

農
作
業
・
農
業
経
営
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
「
ス

マ
ー
ト
ア
グ
リ
・
モ
ビ
リ
テ
ィ

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
」

を
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
て
遠
隔
制
御
す
る

実
証
実
験
で
あ
る
。
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
に
搭
載
し
た

高
精
細
４
Ｋ
カ
メ
ラ
で
収
穫
期
の
イ
チ
ゴ
の
映
像

を
撮
影
し
て
伝
送
す
る
実
験
や
、
そ
の
映
像
を
Ａ

Ｉ
で
解
析
し
て
収
穫
適
期
の
イ
チ
ゴ
を
カ
ウ
ン
ト

す
る
実
験
な
ど
を
行
い
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
有
用

性
を
確
認
し
て
い
る
。

　
農
業
分
野
で
は
そ
の
ほ
か
、
東
京
都
農
林
水
産

振
興
財
団
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
唯
一
の
農
業
×
Ｉ

Ｃ
Ｔ
専
業
会
社
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
グ
リ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
最
先
端
農

業
の
実
装
に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
結
び
、
高
精

細
４
Ｋ
カ
メ
ラ
や
移
動
式
カ
メ
ラ
を
用
い
た
実
証

圃
場
（
調
布
市
）
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
状
況

確
認
や
、
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
を
装
着
し
た
作
業
員

へ
の
営
農
指
導
な
ど
を
行
う
検
証
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
総
務
省
が
２
０
２
０
年
度
か
ら
３
年

程
度
で
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
開
発
や
普
及
の
た
め
に

推
進
す
る
実
証
事
業
「
地
域
課
題
解
決
型
ロ
ー
カ

ル
５
Ｇ
等
の
実
現
に
向
け
た
開
発
実
証
」
で
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
農
業
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、
働
き
方
の

分
野
で
３
件
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
農
業

分
野
で
は
「
自
動
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
農
機
の
遠
隔

監
視
制
御
に
よ
る
自
動
運
転
の
実
現
」に
つ
い
て
、

北
海
道
岩
見
沢
市
で
実
証
す
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
本

部
テ
ク
ニ
カ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
担
当
部
長
の

門
野
貴
明
氏
は「
総
務
省
事
業
の
全

件
の
う
ち
、

農
業
分
野
の
案
件
が
３
件
も
あ
り
ま
す
。
国
と
し

て
も
農
業
へ
の
活
用
を
重
視
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
」
と
話
し
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
な

ど
で
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
農
業
で
は
、
作

業
支
援
や
経
営
効
率
化
な
ど
に
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
が

大
い
に
役
立
ち
そ
う
だ
。

　
こ
の
岩
見
沢
市
の
実
証
事
業
で
は
、
広
大
な
圃

場
内
で
の
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
走
行
、
複
数

台
ト
ラ
ク
タ
ー
の
同
時
協
調
作
業
、
圃
場
間
の
公

道
自
動
走
行
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
遠
隔
監
視
制
御

な
ど
の
実
証
を
行
う
。
総
務
省
事
業
は
、
北
海
道

大
学
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
持
株
会
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
な
ど

と
連
携
し
て
事
業
を
推
進
し
な
が
ら
、
並
行
し
て

農
林
水
産
省
の
事
業
「
ス

マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
ロ
ー
カ
ル
５

Ｇ
）
」
や
、
北
海
道
大
学

や
岩
見
沢
市
と
の
連
携
協

定
も
絡
ん
だ
事
業
で
あ

る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
北

海
道
で
は
浦
臼
町
で
も
農

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
自
動
走

行
実
証
を
進
め
て
お
り
、

日
本
の
耕
地
面
積
の
約
４

割
を
占
め
る
中
山
間
地
域

で
の
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
活

用
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
と

い
う
。

　
ま
た
、
総
務
省
の
実
証
事
業
で
は
、
北
海
道
旭

川
市
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
や
新
た
な
観
戦
ス
タ
イ
ル
の
創
出
な
ど
の

実
証
、
新
潟
県
で
高
精
細
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
や

３
Ｄ

Ｖ
Ｒ
遠
隔
協
調
作
業
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た

リ
モ
ー
ト
環
境
に
お
け
る
新
し
い
働
き
方
の
実
証

を
進
め
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
東
京
都
の
ス
マ
ー
ト
東
京
構
想
の

中
核
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
東
京
都
立
大
学
の
南

大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
と
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ミ
リ
波

と
Ｓ
ｕ
ｂ
６
を
用
い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
広
域
ロ
ー
カ

ル
５
Ｇ
の
計
画
が
進
ん
で
い
る
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
は
そ
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　
５
Ｇ
の
魅
力
は
、
超
高
速
、

低
遅
延
、同
時
多
接
続
で
あ
る
。

そ
の
技
術
を
生
か
し
た
ロ
ー
カ

ル
５
Ｇ
の
優
位
性
、
魅
力
を
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
開
発

本
部
担
当
部
長
の
渡
辺
憲
一
氏

は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

　
「
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
は
、
当
社
で

も
長
年
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

き
て
お
り
、
免
許
不
要
で
設
置

で
き
、
機
器
の
種
類
も
多
く
比

較
的
低
価
格
で
構
築
で
き
る
た

め
、
ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト
通
信

を
実
現
す
る
無
線
方
式
と
し
て

優
れ
た
技
術
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
免
許
不
要
で
自

由
に
設
置
で
き
る
た
め
、
場
所

に
よ
っ
て
は
同
じ
周
波
数
を
複

数
の
ユ
ー
ザ
ー
が
使
う
た
め
、

電
波
干
渉
が
発
生
し
、
通
信
品

質
が
悪
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
エ
リ
ア
カ
バ
ー

範
囲
も
数
十
㍍
単
位
の
た
め
広

い
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
し
よ
う
と

す
る
と
、
多
く
の
ア
ン
テ
ナ
を

設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
５
Ｇ
は
Ｗ
ｉ

Ｆ

ｉ
と
比
較
し
て
広
い
範
囲
を
カ

バ
ー
で
き
、
免
許
制
な
の
で
電

波
を
専
用
し
て
利
用
で
き
る
た

め
電
波
干
渉
も
発
生
し
ま
せ
ん

が
、
１
基
地
局
に
対
し
て
企
業

だ
け
で
な
く
、
個
人
ユ
ー
ザ
ー

が
接
続
す
る
こ
と
も
あ
り
、
接
続
す
る
個
人
ユ
ー

ザ
ー
が
急
激
に
増
え
た
場
合
に
、
企
業
の
接
続
に

影
響
が
出
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ロ
ー

カ
ル
５
Ｇ
は
装
置
の
種
類
が
ま
だ
少
な
く
て
高
価

格
で
す
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
５
Ｇ
と
同
様
に
広
い
エ

リ
ア
が
カ
バ
ー
で
き
る
う
え
、
免
許
制
な
の
で
電

波
を
専
用
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

接
続
す
る
端
末
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
５
Ｇ
の
特
徴
で
あ
る
高
速
大
容
量
通
信
を
安

定
し
て
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
主
に
ビ

ジ
ネ
ス
用
途
で
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
」

　
さ
ら
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
５
Ｇ
は
個
人
で
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
が
多
く
、
基
地
局
か
ら
ユ
ー
ザ

ー
機
器
へ
の
通
信
は
主
に
ダ
ウ
ン
リ
ン
ク
（
下
り

通
信
）
に
多
く
割
り
当
て
、
逆
に
ア
ッ
プ
リ
ン
ク

（
上
り
通
信
）
に
は
少
な
く
割
り
当
て
た
設
計
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
企
業
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス

用
途
で
は
映
像
な
ど
の
大
量
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
し
て
分
析
し
た
い
と
い
う
要
望
も
多
く
、
ア

ッ
プ
リ
ン
ク
重
視
の
ニ
ー
ズ
も
あ
る
。
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
な
ら
下
り
・
上
り
通
信
の
帯
域
設
定
を
変
更

す
る
こ
と
が
可
能
な
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
が
望
む
最

適
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
が
可
能
で
あ
る
。

　
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
で
利
用
す
る
電
波
は
、
ミ
リ
波

（

Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
）
と
Ｓ
ｕ
ｂ
６
（
４
・
７
Ｇ
Ｈ
ｚ

帯
）
の
２
種
類
で
あ
る
。
ミ
リ
波
は
高
速
だ
が
カ

バ
ー
エ
リ
ア
が
狭
く
て
遮
蔽
物
に
弱
い
。
Ｓ
ｕ
ｂ

６
は
ミ
リ
波
よ
り
速
度
は
劣
る
が
カ
バ
ー
エ
リ
ア

が
広
く
遮
蔽
物
に
も
強
い
。
ミ
リ
波
の
免
許
申
請

は
一
昨
年

月
か
ら
始
ま
り
１
年
余
り
が
経
過
し

た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
も
ミ
リ
波
を
使
っ
た
ロ
ー
カ

ル
５
Ｇ
の
取
り
組
み
か
ら
始
め
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｓ
ｕ
ｂ
６
は
１
年
遅
れ
て
昨
年

月
に

免
許
申
請
が
始
ま
っ
た
。
総
務
省
に
よ
れ
ば
、
２

月

日
現
在
の
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
申
請
・
免
許
状

況（
本
免
許
・
予
備
免
許
・
審
査
中
の
合
計
）は
、

ミ
リ
波
が

件
（
う
ち
本
免
許

件
、
予
備
免
許

３
件
）
で
、
Ｓ
ｕ
ｂ
６
が

件
（
う
ち
本
免
許
１

件
、
予
備
免
許
７
件
）
で
あ
る
。
申
請
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
Ｓ
ｕ
ｂ
６
だ
が
、
す
で
に
ミ
リ
波
と

同
程
度
の
申
請
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
先
行
し
た
ミ
リ
波
で
は
Ｎ
Ｓ
Ａ
（
ノ
ン
・
ス
タ

ン
ド
・
ア
ロ
ン
）
方
式
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ

は
機
器
と
基
地
局
間
で
通
信
を
開
始
す
る
際
の
制

御
通
信
を
４
Ｇ
（
Ｌ
Ｔ
Ｅ
）
の
電
波
を
用
い
、
デ

ー
タ
通
信
で
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
電
波
を
用
い
る
方

式
で
あ
る
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
で
は
５
Ｇ
に
加
え
て
、
４
Ｇ

の
基
地
局
設
備
も
必
要
に
な
り
、
そ
の
分
の
コ
ス

ト
も
必
要
と
な
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
Ｓ
ｕ
ｂ
６
で
は
Ｓ
Ａ
（
ス
タ
ン

ド
・
ア
ロ
ン
）
方
式
が
主
流
と
な
り
、
全
て
の
通

信
を
５
Ｇ
で
行
う
。
そ
の
た
め
５
Ｇ
基
地
局
設
備

だ
け
の
構
成
で
実
現
可
能
と
な
り
、
コ
ス
ト
も
安

く
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
も
Ｓ
ｕ

ｂ
６
の
受
け
付
け
開
始
初
日
に
申
請
を
行
っ
た
。

「
今
後
は
Ｓ
ｕ
ｂ
６

Ｓ
Ａ
方
式
が
ロ
ー
カ
ル
５

Ｇ
の
主
流
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
」
と
、
渡
辺

氏
は
今
後
を
見
通
し
て
い
る
。

　昨年春に移動通信事業者によるパブリック５Ｇ
（第５世代移動通信システム）サービスが始まり、
５Ｇ時代が幕開けしたが、この５Ｇ技術を企業な
どのプライベートなネットワークに活用するロー

カル５Ｇへの注目度も高まっている。そうした中
で、地方創生・地域課題解決を支援するＩＣＴパ
ートナーとして、このローカル５Ｇの優位性にい
ち早く着目し、農業や製造業、教育、行政（自治

体）などで活用しようと取り組んでいるのがＮＴ
Ｔ東日本（井上福造代表取締役社長）である。そ
こで本紙では、同社のローカル５Ｇへの展開を特
集して紹介することにした。

オープンラボの検証ル
ーム　オープンラボの
ローカル５Ｇ基地局
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